
（別紙４）

～ 令和7年　２月　10日

（対象者数） 41名 （回答者数） 27名

～ 令和7年　２月　10日

（対象者数） 3名 （回答者数） 3名

～ 令和7年　２月　19日

（対象数） 1８件 （回答数） １８件

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・訪問後は、できるだけ早めに職員と情報共有で

きるように設定する

2

・現場へのフィードバックも早めに行う

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・人員の確保

2

・繰り返しの十分な説明や、事業所と訪問につい

ての十分な調整

・研修会

・教材等の事前準備の充実

3

・情報が職員間で共有されている ・ケース会議等で個別の情報を取得する　　　　・

訪問日のポイントを職員間で確認する

・保護者との信頼関係が良好 ・質問、困りごとに対しては迅速に対応

・保護者にもできるだけ早めに報告する

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・訪問員同士での打ち合わせ時間が取れない ・人員不足

・新規訪問事業所との信頼関係づくり　　　　　・

訪問先に合わせた対応や準備

・訪問事業所にあった対応不足

（訪問事業の理解度に合わて）

○事業所名 児童発達支援センターにこっと

○保護者評価実施期間 令和7年　１月　３１日

○保護者評価有効回答数

令和7年　２月　３日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　２月　1４日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年　２月　14日

事業所における自己評価総括表公表


